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いつまでも　暮らしていける　とままえにいつまでも　暮らしていける　とままえに

第２１回風車まつり大盛況‼

歌手の歌に聞き惚れる聴衆



第 21 回北海道風車まつり第 21 回北海道風車まつり
　７月 28 日、とままえ夕陽ヶ丘未来港公園で「第 21 回北海道風車まつり」が大々的に開催され、
約 7 千人もの来客で会場が賑わった。
　苫前中学校吹奏楽部の演奏によって始まりが告げられ、豊饒太鼓保存会や水森かおりさん等
による様々なステージショーのほか、「風の屋台村」では苫前町産農水産物などの販売に、苫
前の味を食べようと買い求める人で活気づいていた。またキッチンカーが 6 台出店され、店の
前に列を作る人々の姿もあり、会場は大いに盛り上がりを見せ、来場者は苫前での一日を満喫
していた。
　バルーン釣りや風鈴づくり、ディスゲッターなどの子ども向けの縁日に、留萌開発建設部の
港湾艇「ゆりかもめ」による苫前漁港内の見学や建設重機体験といった様々なアミューズメン
トも用意されていた。また、会場北側の海岸では教育委員会が主催する「砂 ASOBeach in と
ままえ」を同時開催。ビーチサンダル飛ばしや宝探しといった親子で楽しく参加できるイベン
トも企画され、全力で楽しんでいる子どもたちの姿があり、たくさんの笑顔が溢れていた。
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７
月
19
日
、
東
京
都
内
で
苫
前
町
主
催
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
「Talk Session &

 M
eetU

P

！
〜
風
の
ま
ち
苫
前
と
東
京

を
つ
な
ぐ
〜
」
を
丸
の
内
周
辺
で
勤
務
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

を
対
象
に
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し

て
開
催
し
、
北
海
道
や
田
舎
へ
の
暮
ら
し
・
移
住
に
興
味
が
あ
る

方
や
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
約
35
名
が
参

加
し
た
。

　
福
士
町
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
苫
前
町
の
魅
力
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
後
、
苫
前
町
へ
の
移
住
者

で
あ
り
、
地
域
で
活
躍
す
る
苫
前
町
と
縁
の
あ
る
ゲ
ス
ト
３
名
か

ら
苫
前
で
の
仕
事
や
暮
ら
し
、
北
海
道
へ
の
移
住
に
つ
い
て
説
明

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
後
に
は
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
苫
前
の
食
材
を
活
か
し
た

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
積

極
的
に
開
催
し
、
産
官
学
の
連
携
等
に
よ
る
苫
前
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
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７
月
20
日
、
東
京
都
内
で
、
東
京
を
は
じ
め
首
都
圏
の
苫
前

町
出
身
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
苫

前
で
集
ま
ろ
う
！ 

in 

東
京
」
を
苫
前
町
主
催
で
開
催
し
、
約
30

名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
福
士
町
長
か
ら
苫
前
の
現
況
を
説
明
し
「
ふ
る
さ
と

苫
前
を
思
い
出
し
て
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
様
の

ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
き
た
い
の
で
応
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
乾
杯
の
発
声
の
後
、
会
食
に
入
っ
た
。

　

会
食
で
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
甘
エ
ビ
や
タ
コ
な

ど
苫
前
町
で
獲
れ
た
山
海
の
幸
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
た

コ
ー
ス
料
理
に
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
苫
前
町
か
ら
（
株
）
村
上
農
園
の
花
田
郁
哉
さ
ん
と

上
田
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
の
仁
木
綾
香
さ
ん
が
地
元
で
活
躍
す
る

若
手
人
材
と
し
て
ゲ
ス
ト
参
加
し
、
食
材
の
紹
介
や
苫
前
で
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

町
で
は
、
引
続
き
「
ふ
る
さ
と
苫
前
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
東
京
苫
前
会
」
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



「青春謳歌」
地域で守り育てよう 私たちの苫前商業高等学校

イ
ン
し
た
空
間
に
あ
る
隠
さ
れ
た
暗
号
を
解
い
て
い

き
、
宝
物
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
す
。

３　
行
灯
行
列

　
行
灯
に
は
、が
し
ゃ
ど
く
ろ
や
龍
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
描
き
、
２
基
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
行
灯
を

全
校
生
徒
で
引
っ
張
り
な
が
ら
古
丹
別
の
市
街
地
を

回
り
、
苫
商
祭
の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

４　
吹
奏
楽
部
演
奏

　
フ
ル
ー
ト
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、チ
ュ
ー
バ
、グ
ロ
ッ

ケ
ン
で
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
や
ジ
ブ
リ
の
曲
な
ど

を
演
奏
し
ま
し
た
。
４
つ
の
曲
を
同
時
に
演
奏
し
、

曲
名
を
当
て
る
聖
徳
太
子
ゲ
ー
ム
で
は
、
会
場
に
い

る
人
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
員
４
名
で
す
が
、
楽
譜
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
放
課
後

だ
け
で
な
く
土
曜
日
も
練
習
を
重
ね
、
本
番
を
迎
え

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
言
い
尽
せ
な
い
苫
商
祭
で
す
が
、
少
し

で
も
そ
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
苫
商
祭
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
年
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
内
容
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
ご
厚
志
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
苫
商
の
校
内
外
活
動
で
す
が
、
９
月
27
日

販
売
実
習
会
（
苫
商
会
場
、札
幌
大
通BISSE

会
場
）

を
実
施
し
ま
す
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
苫
商
を
築
い
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
連
携
委
員　
藤
田　
　
薫

　
第
58
回
苫
商
祭
を
７
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
～

謳
歌
せ
よ
、青
春
～
」
で
す
。
生
徒
会
、ク
ラ
ス
、係
、

部
活
動
に
お
い
て
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
ク
ラ
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
模
擬
店
、
縁
日
、
行
灯
行
列
等

を
行
い
ま
し
た
。
苫
商
祭
開
催
ま
で
限
ら
れ
た
準
備

期
間
の
中
で
、
ク
ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
練
習

や
全
校
生
徒
が
一
堂
に
会
し
た
よ
さ
こ
い
の
練
習
、

行
灯
の
制
作
、
模
擬
店
、
縁
日
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
苫
商
祭
の
内
容
を
紙
面
の
許
す
限
り
ご

紹
介
し
ま
す
。

１　
ク
ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

１
年
生
は
学
校
生
活
を
切
り
取
っ
た
ク
ラ
ス
動

画
、「Bling-Bang-Bang-Born
」
や
「
女
々
し

く
て
」
の
曲
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。
２
年
生
は
担
任
の
先
生
を
紹
介
す
る
動
画
、

「Booo!

」
や
「
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
曲

に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
３
年
生
は

「
最
上
級
に
か
わ
い
い
の
！
」
の
曲
に
合
わ
せ
た
ダ

ン
ス
と
、
生
徒
が
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
で
の
活
動
を

通
し
て
成
長
し
た
姿
を
劇
化
し
た
見
応
え
あ
る
作

品
を
披
露
し
ま
し
た
。

２　
縁
日

　

夜
の
廃
教
室
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
お
化
け
屋

敷
」
は
、
映
像
や
音
、
光
を
用
い
た
演
出
効
果
が
素

晴
ら
し
く
、
絶
叫
し
た
り
泣
く
子
ど
も
が
続
出
し
た

り
す
る
ほ
ど
の
完
成
度
の
高
さ
で
大
盛
況
で
し
た
。

「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、月
や
カ
ラ
フ
ル
な
バ
ル
ー

ン
、
ミ
ラ
ー
を
用
意
し
、
映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
制
作

し
ま
し
た
。「
海
辺
の
宝
探
し
」
は
、
海
底
を
デ
ザ
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国
際
交
流
事
業
参
加
苫
前
商
業 

 

高
校
生
町
長
表
敬
訪
問

　
諸
外
国
の
文
化
歴
史
に
触
れ
、
広

い
視
野
と
国
際
感
覚
を
有
す
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年

英
語
圏
で
実
施
さ
れ
て
い
る
国
際
交

流
事
業
へ
参
加
す
る
苫
前
商
業
高
校

２
年
生
の
三
好
光
さ
ん
と
村
上
芽
華

さ
ん
の
２
名
が
参
加
報
告
と
町
か
ら

の
応
援
の
御
礼
に
７
月
９
日
福
士
町

長
の
も
と
を
訪
れ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン

郊
外
で
８
月
３
日
か
ら
８
日
間
、
国

や
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
三
好
さ
ん
と
村
上
さ
ん
は
「
現
地

の
人
と
の
交
流
や
、
国
の
景
色
や
文

化
の
違
い
を
見
て
学
び
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。



苫商祭２０２４苫商祭２０２４
TRY ～謳歌せよ青春～TRY ～謳歌せよ青春～
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苫
前
商
業
高
校
の
夏
の
恒
例
事

業
と
な
っ
て
い
る
自
転
車
ツ
ー
リ

ン
グ
。７
月
24
日
、生
徒
16
名
が「
楽

し
む
こ
と
」「
完
走
す
る
こ
と
」
を

目
標
に
同
校
を
出
発
し
た
。
今
年

は
、
留
萌
・
沼
田
・
幌
加
内
を
経

由
す
る
コ
ー
ス
、
約
２
０
０
㎞
を

２
泊
３
日
で
走
破
し
た
。

　

26
日
各
地
で
の
体
験
を
胸
に
学

校
関
係
者
ら
が
迎
え
る
校
舎
前
に

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し
、「
楽
し
く
走
り

き
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
語
る
生
徒
た
ち
の
表
情
に
は
、

走
り
切
っ
た
達
成
感
が
溢
れ
て
い

た
。

 

苫
前
商
業
高
等
学
校

　
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
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まちのできごと

 

夕
陽
ヶ
丘
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

 

海
開
き
安
全
祈
願
祭

　

７
月
13
日
か
ら
の
と
ま
ま
え
夕

陽
ヶ
丘
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
海
開
き

を
前
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

福
士
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
24
名

が
参
列
し
、
玉
串
を
捧
げ
期
間
中

の
安
全
を
祈
っ
た
。

　

海
開
き
に
あ
た
り
福
士
町
長
は

「
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ

い
て
、
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
頂
け

た
ら
と
願
う
。
安
全
な
も
と
で
賑

や
か
な
夏
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

 

苫
前
小
学
校　
地
引
網
体
験

　

苫
前
小
学
校
の
児
童
９
名
に
よ

る
地
域
学
校
協
働
活
動
「
地
引
き

網
」（
町
教
委
主
催
）
が
７
月
３
日

に
と
ま
ま
え
夕
陽
ヶ
丘
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ー
チ
横
海
岸
で
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
引
き
網
体
験
で

獲
れ
た
こ
と
の
な
い
魚
や
、
50
ｃ

ｍ
を
超
え
る
サ
イ
ズ
の
魚
が
網
に

か
か
っ
た
ほ
か
、
実
際
に
魚
に
触

れ
て
観
察
す
る
な
ど
、
児
童
た
ち

は
と
て
も
楽
し
く
学
習
し
て
い
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
苗
木
寄
贈
式

　

地
域
に
根
差
し
た
環
境
保
全
・

緑
地
活
動
と
し
て
「
人
の
心
に
緑

の
憩
い
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全

国
の
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
店
で
実
施
し
て

い
る
「
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ふ
れ
あ
い
グ

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環

と
し
て
、
７
月
17
日
に
旭
川
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
（
株
）（
遠
藤
譲
代
表
取
締

役
社
長
）
か
ら
苫
前
に
桜
の
苗
木

が
寄
贈
さ
れ
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
苗
木
は
、
秋

に
実
施
さ
れ
る
町
植
樹
祭
に
て
植

樹
さ
れ
る
。

地
域
学
校
協
同
活
動

　
「
Ｊ
Ａ
撰
果
場
見
学
」

　

７
月
10
日
に
地
域
学
校
協
働
活

動
「
Ｊ
Ａ
撰
果
場
見
学
」
が
実
施

さ
れ
苫
前
小
学
校
の
３
年
生
７
名

が
地
元
で
獲
れ
た
野
菜
の
選
別
方

法
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
る
も
い
苫
前
支
所
の
福
田

政
弘
課
長
ら
が
講
師
と
な
り
、
メ

ロ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
い
ん
げ
ん

の
選
果
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
１
日
で
ど
の
く

ら
い
の
量
を
出
荷
し
ま
す
か
」
な

ど
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
福
田
さ
ん

は
児
童
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

一
つ
一
つ
答
え
て
い
た
。



苫
前
地
区
の
地
域
医
療
体
制
に

関
す
る
住
民
説
明
会

　
医
療
法
人
社
団
オ
ロ
ロ
ン
会（
理

事
長 
小
野
哲
郎
）
が
運
営
し
て
い

る
「
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
つ
い

て
は
、
旧
種
田
医
院
を
引
き
継
ぎ
、

平
成
16
年
８
月
に
開
院
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
施
設
が
築
後
50

年
程
度
経
過
し
て
お
り
、
近
年
、

雨
漏
り
や
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

医
療
体
制
の
継
続
と
医
師
定
住
を

図
る
に
は
、
施
設
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

苫
前
地
区
で
の
今
後
の
医
療
体

制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
町
の

支
援
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
新

た
な
「
公
設
民
営
方
式
へ
の
移
行

の
た
め
の
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
公
設
民

営
化
計
画
」
に
つ
い
て
、
７
月
17
日

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
医
療
体
制
の
継
続

と
今
後
の
医
師
確
保
を
図
る
た
め
に

は
、
町
の
支
援
の
も
と
、
新
た
な
医

療
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
町
立
診
療

所
と
し
、
運
営
は
オ
ロ
ロ
ン
会
へ
委

託
す
る
計
画
を
紹
介
。
参
加
し
た
住

民
か
ら
は
賛
意
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
医
療
施
設
は
、
旧
福
祉
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
建
設
し
、
令
和
７
年
度
中
に

完
成
予
定
。

　
ま
た
、
29
日
に
は
将
来
的
な
地
域

医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
て
協
力
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
苫
前
町
と
医
療

法
人
社
団
オ
ロ
ロ
ン
会
と
の
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
行
わ

れ
た
。
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苫
前
中
学
校 

中
体
連
全
道
大
会

出
場
者
に
よ
る
表
敬
訪
問

　

中
体
連
全
道
大
会
へ
出
場
す
る

生
徒
16
名
が
７
月
26
日
、
福
士
町

長
へ
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
。

　

生
徒
か
ら
「
全
国
大
会
を
目
指

し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り

ま
す
」「
厳
し
い
戦
い
を
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
勝
ち
抜
い
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
大
会
へ
の
意
気
込
み
が

語
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
へ
向
け
て
福
士

町
長
か
ら
「
全
道
大
会
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
良

い
結
果
の
報
告
を
待
っ
て
い
ま
す
」

と
激
励
が
送
ら
れ
た
。

中
体
連
全
道
大
会
出
場
者

卓
球

男
子
団
体
戦

　
天
谷　
悠
禅
（
３
年
）

　
土
田　
一
輝
（
３
年
）

　
佐
井　
遥
真
（
２
年
）

　
佐
藤　
璃
空
（
２
年
）

　
古
谷　
瞭
守
（
２
年
）

　
田
中　
亮
太
（
２
年
）

　
平
井　
敬
悟
（
２
年
）

　
堀
切　
晄
陽
（
２
年
）

女
子
個
人
戦

　
岡
田　
美
波
（
３
年
）

　
中
嶋　
彩
乃
（
３
年
）

剣
道

団
体
戦

　
小
野
寺　
龍
太
（
３
年
）

　
寺
林　
聖
真
（
３
年
）

　
平
井　
伶
旺
（
３
年
）

　
後
藤　
晧
斗
（
２
年
）

　
木
村　
空
あ
（
１
年
）

　
星
野　
陽
都
（
１
年
）

　
村
本　
一
太
（
１
年
）

（
個
）

（
個
）

（
個
）

（
個
）

（
個
）
＝
個
人
戦
出
場
者
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健康ばんざい

お問合せ　苫前町保健福祉課保健係　0164-64-2215

　「最近、2 週間以上続く咳、微熱・倦怠感・胸痛、体重減少」などの症状はありま
せんか？
　結核は、過去の病気ではありません。令和 4 年に新たに登録された患者は、全国
で 10,235 人です（出典：厚生労働省 2022 年結核登録者情報調査年報集計結果）。
　結核は空気感染する病気のため、人が多く集まる閉鎖された空間でたびたび感染
が確認されています。結核は早期に発見して治療すれば怖くありません。しかし、
重症化すると周りの人にも感染を広めるだけでなく、自分も治りにくくなります。
　65 歳以上で下記に該当する方は、下記肺がん検診時に合わせて受診できます。
　・年 1 回かかりつけ病院等で「胸部レントゲン検査」を受ける機会がない方
　・本年 4 月の肺がん検診を受けていない方
　厚生労働省は、毎年 9月 24 日～ 30日を「結核予防週間」と定め、結核に関する
正しい知識の普及啓発を図ることとしています。今回はこの期間内に集団健診を行
いますので、ぜひ、受診ください。

３つの感染症について３つの感染症について
結　核 長引く咳は結核！？かもしれません

健診対象：65歳以上の町民＜年1回＞

　肝炎ウイルスは、感染しても自覚症状が乏しいため、感染に気づきにくく適切な治
療を行わないまま放置すると慢性化し、肝硬変や肝がんに進行する恐れがあります。
肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、採血検査で分かります。

肝炎ウイルス 検診対象：肝炎ウイルス検査を受けたことがない
満40歳以上の町民＜生涯に1回受診＞

　キツネや犬が媒介するエキノコックスという寄生虫が、主に肝臓に寄生して起こ
る病気です。感染してもすぐに自覚症状が現れず、数年から数十年の潜伏期がある
ことが特徴です。検査は採血で行います。
　時期的に屋外で過ごす機会も増えるため、外出後の手洗い、野生の果物や山菜な
どは流水でよく洗うか十分に加熱してから食べること、キツネに餌付けしたり家に
近づけないようゴミの処理を適切にするなど注意しましょう。

エキノコックス症 検診対象：九重・三渓地区にお住まいの小学 3年
生以上の町民＜受診間隔は5年に 1回＞

　上記 3 つは次の日程で、無料で受診できます。年齢など受診条件を確認の上、
ご予約ください。
　広報とままえ 8 月号に折り込みの「検診のチラシ」、各戸回覧チラシも併せてご覧ください。

検診日 会場 受付時間（午前のみ） 予約期間

9 月 28 日（土） 苫前地区
コミュニティセンター 各日 6 時～ 10 時

先着順
時間差予約制

7 月 16 日（火）から
9 月 2 日（月）まで9 月 29 日（日） 苫前町公民館

＊受付は 30 分ごとの時間差予約制とし、待ち時間が少なくなるよう工夫しおこなっています。
＊どの健診（検診）にも共通しますが、自覚症状がある方や、治療中の方（経過観察含む）には、　
　医療機関を受診いただくよう、おすすめします。

（
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　施設サービスは、介護が中心か治療が中心かなどによって入所する施設を選択します。入所
申し込みは介護保険施設へ直接行います。要支援１・２の人は、施設サービスは利用できませ
ん（介護老人福祉施設は要介護１・２の人も原則として新規入所できません）。

介護保険ガイド
介護保険で利用できるサービス

介護保険で利用できるサービス
　施設サービスを利用した場合、サービス費用の１割、２割または３割に加えて、食費、居住費、
日常生活費を施設に支払います。

サービス費用の
1 割、2 割または 3 割

食　費 居住費 日常生活費

■  基準費用額：施設における居住費・食費の平均的な費用を勘案して定める額

　利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが、基準となる額が定められています。
（1 日あたり）

○居住費・・・ユニット型個室 2,066 円、ユニット型個室的多床室 1,728 円
　　　　　　　 従来型個室 1,728 円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は 1,231 円
　　　　　　　 多床室 437 円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は 915 円）
○食　費・・・1,445 円

低所得の人は食費と居住費が軽減されます。【負担限度額（１日あたり）】

第１
段階

本人および世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者
ユ ニ ッ ト 型

個室
ユ ニ ッ ト 型 個

室的多床室 従来型個室 多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

880 円 550 円 550 円
（380 円） 0 円 300 円 300 円

第２
段階

本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額 + 非課税年金収入額が 80 万円以下の
人
ユ ニ ッ ト 型

個室
ユ ニ ッ ト 型 個

室的多床室 従来型個室 多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

880 円 550 円 550 円
（480 円） 430 円 390 円 600 円

第３
段階①

本人及び世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額 + 課税年金収入額 + 非課税年金収入額
が 80 万円超 120 万円以下の人
ユ ニ ッ ト 型

個室
ユ ニ ッ ト 型 個

室的多床室 従来型個室 多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

1,370 円 1,370 円 1,370 円
（880 円） 430 円 650 円 1,000 円

第３
段階②

本人及び世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額 + 課税年金収入額 + 非課税年金収入額
が 120 万円超の人
ユ ニ ッ ト 型

個室
ユ ニ ッ ト 型 個

室的多床室 従来型個室 多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

1,370 円 1,370 円 1,370 円
（880 円） 430 円 1,360 円 1,300 円

●介護老人福祉施設と短期入所者生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）　
　内の金額となります。
●軽減を受けるためには、事前に申請が必要です。
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国民年金

お問合せ
　留萌年金事務所　☎０１６４－４３－７２１１

離婚時の年金分割制度～離婚後２年以内に手続きを～離婚時の年金分割制度～離婚後２年以内に手続きを～
　離婚した場合、お二人の婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録を分割して、そ
れぞれ自分の年金とすることができます。

■分割方法には、「合意分割」と「3号分割」の 2種類があります。
〔合意分割制度〕

　離婚または事実婚関係を解消し、次の条件のいずれにも該当した場合に、お二人（ま
たは当事者一方）からの請求により、厚生年金の保険料納付記録 ( 標準報酬 ) を分割
できる制度です。この制度により分割される記録は、婚姻期間中のお二人の保険料
納付記録に限られます。　
・お二人の合意や裁判手続きにより年金分割の割合を定めている
・請求期限 ( 離婚をした日の翌日から起算して２年 ) を経過していない

〔３号分割制度〕
　離婚または事実婚関係を解消し、次の条件のいずれにも該当した場合に、国民年
金第 3 号被保険者であった方からの請求により、相手方の保険料納付記録を 2 分の
1 ずつ分割できる制度です。この制度により分割される記録は、平成 20 年 4 月 1 日
以後の国民年金第 3 号被保険者期間中の記録に限られます。
※　国民年金第 3 号被保険者とは、厚生年金保険の被保険者、共済組合の組合員の被扶養
　配偶者で、20 歳以上 60 歳未満の人をいいます。

・平成 20 年 4 月 1 日以降に、お二人の一方に国民年金の第 3 号被保険者期間がある
・請求期限（離婚をした日の翌日から起算して 2 年）を経過していない

■年金分割により、お二人の年金は分割後の納付記録で計算されます。
〇分割をした方
　ご自身の保険料納付記録か
ら、相手方に分割分を提供した
残りの記録で、年金額が計算さ
れます。

〇分割を受けた方
　ご自身の保険料納付記録と相
手方から分割分を受けた記録
で、年金額が計算されます。

保険料納付記録
（標準報酬）

分割後

保険料納付記録
（標準報酬）

分割した方

分割を
受けた方

分割後

離婚前 離婚後

　　　　　年金分割の手続きは、請求期限 ( 離婚をした日の翌日から起算して２年 )
　　　　を経過すると、請求することができなくなります。また、すでに離婚等が
　　　　成立し、相手方が死亡した日から起算して１カ月を経過すると請求するこ
　　　　とができなくなります。
！
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学びの広場

～あなたの学びを応援します～
苫　前　町　公　民　館苫　前　町　公　民　館

　 ☎　65-4076　FAX　65-3220
Email　shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

公民館講座「とままえの史跡・施設等見学」公民館講座「とままえの史跡・施設等見学」

公民館講座「あなたは大丈夫？フレイル予防講座」公民館講座「あなたは大丈夫？フレイル予防講座」
　加齢とともに心身の活力が低下し、健康障害を起こしやすくなった状態を「フレイ
ル」といいます。フレイルから介護につながる危険信号を見逃さないために、予防方
法を学びましょう。

　とままえの歴史に注目し知識を深めるとともに、町に住んでいても、なかなか見に
行くことがないスポットを訪れます。町内の史跡等説明を聞きながら、わたしたちの
まち「苫前」の新たな発見をしませんか。
□日　　時　９月１日 ( 日 ) １３：００ ～ １６：００
□場　　所　郷土資料館・考古資料館、苫前神社（灯籠・狛犬）、
        　　　 苫前漁港ダブルデッキ、上平風車群等
□対　　象　町民（定員１７名）
□講　　師　苫前町郷土史研究会 会長 伊藤 通康　氏
□参　　料　無料
□申込期日　８月２６日（月）まで
□申　　先　苫前町公民館 ( ６５－４０７６)

楽しみながら運動能力を向上させる「バルシューレ体験」楽しみながら運動能力を向上させる「バルシューレ体験」

□日　時　①フレイル予防 学習編　　９月　９日 ( 月 ) １０：００～１２：００
　　　　　②フレイル予防 実践編　１０月２９日 ( 火 ) １０：００～１２：００
□場　所　苫前町公民館
□参加料　無料
□講　師　明治安田生命保険相互会社旭川支社滝川営業部兼留萌出張所 木村 絵美　氏
□申込み　各開催日の１週間前までに苫前町公民館へお申込みください。
□その他　・当日は講座のほか、ご自身の健康をチェックすることができる「健康  　
　　　　　　チェックコーナー」も開催されます。
　　　　　・詳しくは別途配布する回覧及び公民館に掲示のポスターをご覧ください。

□講師　一般社団法人ＳＬＤＩ　辻本 智也　氏
□対象  子ども：年中〜小学校６年生　
　　　  大　人：保護者、団体指導者、教員、
　　　　　　　  興味のある方
＜第２回＞日時／１０月６日 ( 日 )
　　　　　場所／苫前町スポーツセンター
　９：００～   ９：５０（年中～年長 ( ４歳～６歳 )）
１０：００～１０：５０（１～２年生、保護者説明）
１１：００～１１：５０（３～６年生）
１３：００～１５：００（大人向け研修会／座学、実技）
※第３回・第４回については、直近になりましたらチラシで案内します。

加

込

　子どもたちの体力運動能力向上を目指し、楽しみながら運動を積極的に行うための
心身の基礎づくりが体験できます。また、体験会のうち第２回と第３回については、
保護者を含めた地域の大人がバルシューレを通して、団体などの指導に活かせる指導
メニュー等の研修会を行います。
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町内予定９月
   8 日 ( 日 ) 町民マラソン大会 25 日 ( 水 ) 敬老会

ふるさと納税で苫前町を応援！

　ふるさと納税は、自分が生まれ育った「ふるさと」や応
援したい「ふるさと」への想いを寄附という形にする仕組
みで平成 20 年に始まりました。
　８月はふるさとに帰省する方が多いことから「ふるさと
納税普及啓発月間」となっています。
　町外にいらっしゃるご家族やご友人に対し、ふるさと納
税の利用拡大に向けた周知等の呼びかけをお願いするとと
もに、苫前町への応援をよろしくお願いいたします。
　いただいたふるさと応援寄附金は、以下の事業にも活用
されています。
・子どもたちの健全育成のために
・保健、医療及び福祉の充実のために
・地域コミュニティの醸成のために　　　など お申込みはこちらから

～８月はふるさと納税普及啓発月間です～

 1 日 ( 日 ) 公民館講座「とままえ史跡・施設等見学」

「とままえ目安箱」をはじめました
　町では住民の皆様からの意見や提案等を述べる機会を設けて
当該意見等を町政に反映させ協働のまちづくりを推進するため、
次のとおり「とままえ目安箱」を 8 月 1 日から設置しています。
○設置場所
　・苫前町役場
　・苫前町公民館
　・新日本海地域交流センター（ふわっと）
○意見の提出方法
　・提案書又はこれに準ずる様式を用い、必要事項を記入の上、　
　　目安箱に投函
　 ・目安箱への投函以外にも郵便、ファクシミリ、電子メール
　　又は持参等の方法でも提出可
○意見等の公表
　・提出された意見等は、回答を付して個人情報を除き町のホームページ等で公表する
　・ただし、匿名又は公表を希望しないもの、記載内容が不明瞭又は判読できないもの、
　　法律・法令等の規定により開示できないもの、特定の個人や団体等の誹謗中傷・プラ　
　　イバシーに関するもの、特定の個人や団体の営利に繋がる恐れがあるもの、政治活動・
　　宗教活動に関するものなどは回答及び公表はしない
お問合せ 苫前町総合政策室　☎０１６４－６４－２０４０

お問合せ 苫前町総合政策室　☎０１６４－６４－２０４０

13 日 ( 金 ) 健康相談（公民館）
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子宮頸がんを予防する HPV ワクチン対象の方へ
　高校 1 年生と平成 9 年度～平成 19 年度生まれの女性が公費（無料）で接種でき
るのは令和 7 年 3 月末までです。3 回の接種（６か月かかります）が必要ですので、
１回目の接種は９月までに開始しましょう。
○定期接種の対象
　小学校 6 年生～高校 1 年生相当の女性
　※ 15 歳になる前に初回接種をすると 2 回で済むワクチ　　
　　ンもあります。
○キャッチアップ接種の対象
　平成 9 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日生まれの女性

HPV ワクチンとは何ですか？
　子宮頸がんをはじめ多くの病気の原因となる、ヒトパピローマウイルス（HPV）
の感染を予防するワクチンです。
どこで接種できますか？
　町内の医療機関で接種できます。接種には予約が必要です。遠方で就学されてい
るなど、町内での接種が難しい方は保健福祉課保健係までお早めにご連絡ください。
＊詳細は４月に対象者に個別送付した案内をご覧ください。ご不明な点は保健福祉
　課保健係（64-2215）へお問い合わせください。

台風への備え、できていますか？
　台風による被害を防ぐには、平時のうちにハザードマップで避難の場所や避難経
路、非常持ち出し品を確認しておくことはもちろんのこと、台風が北海道付近に近
づく予想を見聞きした場合には、大雨が降る前に側溝や排水溝を掃除して水はけを
良くしておくことや、風が強くなる前に風で飛ばされそうなものを固定したり、屋
内に移動させておくことが大切です。
　そして、台風が接近してきた時には、台風に関する情報はもとより、気象台が発
表する「警報・注意報」、「キキクル」などの防災気象情報や、自治体から出される「避
難情報」を自ら入手し、状況を把握することが重要です。実際に暴風や大雨になると、
風により飛んできた物にぶつかったり、車が横転したり、冠水した道路では川や側
溝との境目が見えにくく、転落事故により避難中に命
を落とすこともあります。暴風や大雨となっている最
中の避難は大変危険です。早めの避難を判断し、身の
安全を確保してください。

台
風
情
報
↑

（
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
）

お問合せ
旭川地方気象台
☎０１６６－３２－７１０２



　Information　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 Information

広報とままえ　9 月号　18 頁

羽幌警察署からのお知らせ  ～秋のヒグマによる人身被害の防止～

□　野山には1人で入らず、複数で行動するようにしましょう。また、入山の際には、
　熊鈴やラジオ等を持って、会話しながらなど、人の存在を知らせましょう。
□　薄暗いときの行動は避け、野山に入る前には、新聞やテレビなどで、ヒグマの
　出没情報等を確認しましょう。
□　ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを目当てにゴミ捨て場などに繰　
　り返し出没するようになります。
　　ゴミを野外に放置したり、埋めたりしないようにしましょう。
□　フンや足跡、草や木などが食いちぎられた跡などを見つけた時は、すぐに引き
　返しましょう。
□　万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行動しましょう。
　　逃げたり、騒いだり、慌てて行動すると、かえってヒグマを興奮させ、襲われ　
　る危険があります。
　　リュックや持ち物の回収はせず、ゆっくりと静かに立ち去りましょう。
□　ヒグマに遭遇した場合に備え、熊撃退スプレーや熊鈴を携帯しましょう。

「ヒグマとの事故を防ぐため」

新たな北海道総合計画を策定しました！
　北海道庁では、北海道の更なる発展に向け、道民の皆様や市町村をはじめ多くの
方々と共に行動していくため、新たな総合計画を策定しました。
　この計画の策定に当たっては、総合計画としては初めて、本道の未来を担う小学
生から大学生までの若い世代の皆様に、ご自身の暮らす地域や北海道の将来に対す
る思いについて伺ったほか、幅広い世代、地域、職種の方々にも、様々な形で計画
の策定に参画いただきました。
　新たな総合計画に基づき、道民の皆様、特に本道の未来を担う若い世代が、地域
に住み続けたいと思えるよう、多くの方々と力を合わせて取組を進めていきます。
　計画の内容を分かりやすくお伝えする出前講座も行っていますので、詳しくはこ
ちらをご覧ください。

北海道総合計画
はこちらから

お問合せ 北海道庁計画推進課　　☎０１１－２０４－５６３０
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ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニックよりお知らせ
皮膚科　外来日は
 ９月 11 日（水）
午前
 診療時間　  8：30 ～ 12：00
 受付時間　  8：00 ～ 11：30
午後
 診療時間　13：30 ～ 15：00
 受付時間　13：00 ～ 14：30

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なん
でも相談」
日程：９月 18 日（水）

※
診
察
に
は
事
前
の
予
約
が　

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
診
療
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約
も
で　

　
き
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す
。

予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽に
おたずねください。

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎ 65-3535）
ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
成
長
を
お
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申
し
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げ
ま
す

大
川　
一い
ち
ご護

出生日
6/10

古
丹
別

大
川　
姫ひ
よ
り由
父  

一
二
三

母  

玲
奈

出生日
6/10

古
丹
別

星野 海
かいせい

誠　　（４）
8 月 18 日生まれ

持ち前のニコニコで
元気に育ってね！

「我が家の宝
物」

グーグルフォーム

くん

町公式 LINE

父  

一
二
三

母  

玲
奈

松原 麦
むぎ

　　 （２）
９月１日生まれ

ちゃん 応募は下記二次元
コードから

募集期限
誕生月の

前々月の末日まで

　Information　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 Information

3 人きょうだいの末っ
子として逞しく成長

してね ^_^

父 尚則／母 里美父 倫太郎／母 有沙



苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報
令和６年７月の事故情報

交通事故死ゼロ日数
7 月 31 日現在1115日

風力発電の風力発電の
売電状況売電状況

（町営風車「風来望」）（町営風車「風来望」）

令和６年 7 月分の実績
供給電力量　  　  　供給電力量　  　  　
　　294,264kWh294,264kWh

ま ち の 人 口ま ち の 人 口

　男　　1,323 人　（－１）
　女　　1,379 人　（＋１）
合　計　2,702 人　（±０）
世　帯　1,453 戸　（＋３）

（前月比）
（7 月 31 日現在）（7 月 31 日現在）

 5,826,427 円 5,826,427 円

発 生
件 数0件

死
者
数0件

負傷
者数 0件

 

8 月　町税 の 納 期 8 月　町税 の 納 期 
町　道　民　税町　道　民　税
国民健康保険税国民健康保険税

の納付月です。
納期内の納付にご協力をお願いします。

小学生ギャラリー 古丹別小学校

発行：北海道苫前町　／　編集：総合政策室総合政策係

「かわいいふくのおんな　
 のこ」

太田　恵
け い な

菜　１年

かみをかさねたら、かわ
いくふくをつくれたよ。

小澤　柚
ゆ ず き

希　１年
「ぱくぱくぱっくん」
手でぱくぱくしたら、お
じぎしてるようにみえる
よ。

福田　結
ゆ あ

愛　２年 大西　涼
り む

夢　２年
「うみのせいかい」「くだものがいっぱい」

いろいろなくだものを考
えて描きました。私と弟
とたくさんの果物を食べ
ました。

たまごから生まれたすべ
ての海の生き物を描きま
した。細かいところも丁
寧に仕上げました。

花井　要
か な め

芽　３年金澤　律
り つ き

生　３年
「うまいピザ屋」
がんばったところは、ピ
ザがまがこわれないよう
に作ったところです。

「雪だるまとドラえもん
 のともだち」
が ん ば っ た と こ ろ は、
コップとドラえもんで
す。工夫したところは、
ドラえもんの頭です。


